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666件 4,114万円 4種別

年間総取引件数 全カテゴリ平均価格 取引カテゴリ数

国土交通省 不動産情報ライブラリの実取引データを基に、市場動向・価格相場・投資判断に資する情報

を専門家視点でまとめたレポートです。
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カテゴリ別取引サマリー

種別 件数 平均価格 中央値 最低価格 最高価格

宅地(土地) 81件 4,286万円 3,200万円 300万円 27,000万円

宅地(土地と建物) 275件 5,316万円 3,400万円 100万円 98,000万円

中古マンション等 308件 3,011万円 3,000万円 300万円 18,000万円

林地 2件 1,540万円 2,300万円 780万円 2,300万円

カテゴリ別取引件数・平均価格

カテゴリ別の取引件数と平均価格を示したグラフです。中古マンション等が308件と最多で平均約3,01

2万円、宅地（土地と建物）は275件で平均約5,316万円と高額帯に位置します。購入予算に応じて狙う

カテゴリを絞ることが効率的な物件探しにつながります。SAMPLE
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地区別 平米単価・坪単価

地区ごとの平米単価および坪単価の違いを比較したグラフです。中央区全体では土地の中央値が3,200

万円、土地建物が3,400万円と地区により単価差が大きい傾向がうかがえます。割安エリアを見極める

ために坪単価ベースでの比較を意識すると判断しやすくなります。

価格分布（最多取引カテゴリ）

取引価格の分布を価格帯ごとに集計したグラフです。中古マンションは中央値3,000万円付近に集中し

、土地建物は最高9億8,000万円まで分布が広がっています。外れ値となる高額物件に平均が引き上げら

れるため、相場把握には中央値を参考にするのが有効です。
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